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岐阜市では，持続可能な公共交通ネットワークの構築を目指し，運転手不足や交通安全などの社会課題

への対応として，公共交通への自動運転技術の導入を段階的に進め，2023 年 11 月から自動運転バスの 5
年間の継続運行を開始した．本研究では，自動運転バスに対する社会的受容の長期的な変化を把握するた

め，岐阜市民を対象とした継続的なアンケート調査を実施している．本稿では，2024 年および 2025 年に

岐阜市民および沿道住民を対象に実施したアンケート結果に基づき，個人属性別の社会的受容の特徴と，

長期運行が社会的受容性に与える影響を明らかにした． 
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1. はじめに 
 
近年，我が国では少子高齢化や人口減少の進行に伴い，

地域公共交通の担い手不足が深刻化し，公共交通サービ

ス水準の低下が社会問題として顕在化している．特に地

方都市では，運転手不足などによる運行便数の削減や路

線廃止が進み，交通弱者の移動手段確保が喫緊の課題と

なっている．このような状況の中で，自動運転技術の公

共交通への導入が，これらの社会課題に対する有効な解

決策の一つとして期待され 1)，日本各地で公共交通の自

動運転バス導入に向けた実証実験が行われている． 
岐阜市では，持続可能な公共交通ネットワークの構築

を目指し，運転手不足や安全対策などの課題に対する一

つの解決策として，公共交通への自動運転技術の導入を

段階的にすすめられ，2023年11月から自動運転バスの5
年間の継続運行が開始された 2)． 
同時に，自動運転に対する理解や社会的受容性の向上

が重要視され，関連調査が数多く実施されている 3)4)5)．

一方でこれまでの社会的受容性の調査は，実験中のみ，

または実験前後の変化等，比較的短期間での社会的受容

性の変化を扱ったものであり，長期的な自動運転バス運

行を対象とし，住民の意識の経年的変化を分析した研究

事例は限られている．そのため，本調査では岐阜市の自

動運転バスに対する社会的受容性を経年的に調査し，個

人属性による社会的受容性の特徴や，市民の社会的受容

性の経年的変化を明らかにすることを目的とする．具体

的には，2024 年および 2025 年に実施したアンケート調

査に基づき，岐阜市民および沿道住民の自動運転バスに

対する意識や社会的受容性の変容を把握し，個人属性や

継続運行が社会的受容性に及ぼす影響を分析する．さら

に，その結果を踏まえ，自動運転バスの社会的受容拡大

および今後の地域交通政策に向けた示唆を提示する． 
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2. 岐阜市自動運転バスについて 2) 
 
岐阜市では，持続可能な公共交通ネットワークの構築

を目指し，運転手不足や安全対策への対応策として，

2019年に産学官が連携した「岐阜市公共交通自動運転技

術活用研究会」を設立し，自動運転バスの運行に向けた

検討を開始した．以降，毎年段階的に実証実験を重ね，

2023年 11月から岐阜市自動運転バス「GIFU HEART BUS」
として，中心市街地では全国初となる 5年間の継続運行

を開始した．運行開始から 1年間で約 4万 5千人が利用

し，2025年 9月には乗車人数が 8万人を突破するなど，

想定を上回る利用が続いている． 
現在，運行ルートは 2 種類で構成されている（図-1）．

1 つは，岐阜駅から岐阜市役所を結ぶ「中心部ルート」

（1周約 5km，毎日 12便運行），もう 1つは，岐阜駅か

ら岐阜公園を結ぶ「岐阜公園ルート」（1 周約 9km，土

日祝日のみ 3 便運行）である．乗車方法は LINE アプリ，

または電話による予約制であり，利用者は原則事前に希

望の便を予約する必要がある．乗車料金は現時点では無

料で運行されている． 
技術面では，全信号交差点 36 箇所で信号協調システ

ムを整備し，右折などが必要な 3箇所には路車協調シス

テムを導入している．現在の自動運転レベルはレベル 2
であり，オペレーターが同乗し，システムが対応できな

い場面で介入を行っている．さらに，今後は自動運転バ

スの新車両を導入し，特定条件下でシステムがすべての

運行操作を行う「レベル 4」運行の実現を目指している．  
社会的受容性向上のための取り組みとして，学校モビ

リティマネジメントの一環で市内の全小学校を対象に体

験乗車会，沿線住民を対象とした試乗会，イベント等に

おける乗車体験が実施されている．また，バス車両には

水戸岡鋭治氏による真っ赤な車体デザインが採用され，

岐阜のまちのシンボルとして親しまれる存在を目指して

いる．こうした取組みにより，地域のアイデンティティ

形成や市民の関心喚起に寄与する公共交通としても期待

されている． 
 
 

3. WEBアンケート調査の概要 
 
(1) 調査概要 

本研究では，岐阜市自動運転バスに対する社会的受容

性を把握することを目的とし，岐阜市居住者を対象に

WEB アンケート調査を実施した．アンケート調査は

2023年から年 1回の頻度で継続的に実施しており，本研

究では 2024 年および 2025 年の調査結果を分析対象とす

る．各調査の概要を表-1に示す．2024年実施のアンケー

ト（以下 2024S）は，自動運転バスが運行開始してから

約 7 か月後に，2025 年実施のアンケート（以下 2025S）
は運行開始から約 20 か月後に実施した．サンプル数は

2024Sでは 665名，2025Sでは 528名で，うち 306名がパ

ネル調査の回答者である．回答者の属性は年代，性別，

居住地域をそれぞれ均等に割り付けており，居住地域は

自動運転バスが運行する沿線地域，岐阜市中央部，岐阜

市郊外部である北東部，南東部，北西部，南西部の 6地
域に分類した． 
本研究で実施した調査とは別に，岐阜市役所が実施し

たアンケート調査（以下，岐阜市 S）の結果も提供を受

け，類似する調査項目において比較分析を行った．岐阜

市 Sは，岐阜市自動運転バス沿線地域の住民を対象に紙

媒体および Web アンケートによって実施され，有効回

答数は 1,379 件と，岐阜大学で実施した調査よりも多く

なっている．そのため，より沿線地域に居住する住民の

意識を反映したデータとして位置づけられる． 

 
図-1 運行ルート 2) 

 

表-1 アンケート調査の概要 
調査名 2024S 2025S 岐阜市S 
実施主体 岐阜大学 岐阜大学 岐阜市役所 

実施対象 岐阜市 
在住者 

岐阜市 
在住者 

自動運転バ
ス沿線地域
の居住者 

実施時期 2024年7月 2025年8月 2025年1月 
運行開始後
の経過期間 約7か月 約20か月 約13か月 

実施方法 Web 
アンケート 

Web 
アンケート 

Webおよび紙
媒体 

回答者数 665（306） 528（306） 1,379 
60 歳以上の
割合 32％ 35％ 70％ 

（ ）内：パネル数 
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(2) 調査項目 

岐阜大学で実施したアンケート調査（2024S，2025S）
における調査項目を表-2に示す．分類 2では岐阜市の自

動運転バスだけでなく，自動運転全体への意識について

問うた．分類 3では岐阜市自動運転バスの利用状況につ

いて，分類 4，5 では，岐阜市の自動運転バスに関する

意識を問うた． 
 
 
4.  岐阜市民の自動運転バスに対する意識 

 
(1)  岐阜市自動運転バスの認知状況 

2024A での岐阜市自動運転バスの認知状況を図-2 に示

す．全回答者のうち，67％が「岐阜市自動運転バスを知

っている」と回答しているが実際に乗ったことがあると

回答した被験者は全回答者の 5％に留まっている．特に

沿線地区では 88％の方が「知っている」と回答してお

り，認知状況が高くなっている．  
図-3に岐阜市 Sによる，自動運転バスの認知状況を示

す．ここでは，2024S の結果よりも自動運転バスの認知

状況が高く，「走行の様子を見た」が 9割以上となって

いる．また，自動運転バスに「乗車した」が 19％であ

り，2024Sの 9％よりも 10ポイント高い結果となってい

る．この理由として，2024S では回答者の年齢がほぼ均

等に割り付けられているのに対し，岐阜市 S では 60 代

以上が約 70％を占め，高齢者の割合が高くなっている

ことが影響していると考えられる．岐阜市 S において

「乗車した」割合が高くなっているのは，特に自動運転

バスが高齢者の方に多く利用されている実態があるため

と推察できる． 
 
(2)  岐阜市自動運転バスの活用ニーズ 

2024S での自動運転バスの活用ニーズの指標を図-4 に

示す．この指標は，自動運転バスを導入する場面として

要求の高さを，「1：まったくそう思わない」～「7:と
てもそう思う」の 7件法で問うた回答の平均値である．

自動運転バスを導入する場面として要求が高いのは，

「観光地の周遊」「災害時や非常時の移動」「通院」

「路線バスが入れない地区への導入」となったが，「既

存バス路線」への導入は 24%に留まった．交通弱者の移

動や，観光や災害時の非日常時への導入ニーズが高い一

方で，既存のバス路線を代替するまでには現状意識が至

っていないことが確認できる． 
一方で，岐阜市 S（図-5）では「路線バスが入れない

地区への導入」「買い物，通院」「観光地の周遊」が上

位となり，細部の順位には違いがみられるものの，

2024S と概ね同様の活用ニーズがあることが確認できた．

「買い物，通院」が 2024Sよりも上位に選択されたのは，

回答者に高齢者の割合が高いことが影響していると考え

られる． 

表-2 アンケート調査項目 

分類 調査項目 
1.個人属性 性別/年齢/居住地/自動運転頻度 
2.自動運転に関する意向 ・自動運転技術の導入段階 

・自動運転車両の利用意向 
3.岐阜市の自動運転バス

の利用状況 
・岐阜市の自動運転バスの認知状況 
・予約システムの認知度 

4.岐阜市の自動運転バス

に関する意向 
・岐阜市内に自動運転バスを導入 
する際の活用ニーズ 

5.岐阜市の自動運転バス

に関する受容性 
・自動運転バスに対する印象 
・自動運転バスによる移動の印象 
・自動運転バスへの賛否 

6.岐阜市に関する意向 ・岐阜市に対する意識 

 
図-2 岐阜市民の自動運転バスの認知（2024S） 

 

図-3 岐阜市Sにおける沿線住民の自動運転バスの認知状況 

 
Q：自動運転を岐阜市に導入する際，～に活用することにどのくら

い同意しますか？(7段階評価) 
図-4 2024Sにおける自動運転バスの活用ニーズ 

 
Q： 自動運転バスを地域に導入する際，岐阜市としてどのように活

用すべきと思いますか？（複数選択） 
図-5 岐阜市Sにおける自動運転バスの活用ニーズ 
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38%
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16%

24%

22%

15%

21%

33%

12%

30%

24%

37%

40%
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=665)

沿線地区(N=43)

中央部(N=125)

北東部(N=123)

南東部(N=125)

北西部(N=125)

南西部(N=124)

乗ったことがある 走行しているのを見たことはある

知っているが、乗ったことも見たこともない 知らなかった

19% 17% 60% 4%岐阜市S
(N=1347)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

乗車した
乗車していないが、近くを運転したことはある
乗車していないが、走行の様子を見た
乗車していないし、走行の様子も見ていない

※無回答を除く

4.66

4.65

4.62

4.61

4.44

4.41

4.40

4.23

4.17

0 2 4 6

観光地の周遊

災害時や非常時の移動

通院

路線バスが入れない地区への導入

現在のバス路線

買い物

乗車自体をエンターテイメントとし提供

通勤/通学/保育園等への送迎

自宅から最寄りバス停までの送迎

自動運転バスの活用ニーズの指標

2024S

60%
57%

37%
24%
24%

17%
15%
13%

3%

0% 20% 40% 60% 80%

路線バスが入れない地区への導入

買い物、通院

観光地の周遊

既存バス路線

災害時や非常時の移動

最寄りバス停までの送迎

乗車自体をエンターテイメントとし提供

通勤・通学、保育園等への送迎

その他 ※複数回答

岐阜市S
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5. 自動運転に対する社会的受容性の分析 
 
ここでは岐阜市自動運転バスに限らず，自動運転その

ものに対する社会的受容性についての調査結果を示す．

分析には 2024Sの結果を用いた． 
 
(1)  自動運転技術の導入段階 

自動運転技術が社会全体に導入される場合，自動運転

技術がどの段階であれば受容できるかについて，居住地

別，性別，年齢，岐阜市自動運転バスの認知状況別の度

数分布を図-6に示す． 
沿線地域では，他地域と比較すると自動運転技術に対

する要求水準がやや低い．岐阜市自動運転バスの認知状

況別では，自動運転バスの運行を知っていた被験者は知

らなかった被験者よりも要求水準が低い．西堀ら 6)は，

試乗後の賛否意識は試乗前よりも高くなることしており，

ここでも同様に自動運転バスを認知している人は自動運

転バスへの賛否意識が高く，自動運転技術の導入に対す

る要求水準が緩和されていると考えられる． 
性別では，女性の方が男性よりも自動運転技術の導入

に対する要求水準が高い．Wangら7)は日本と英国のWeb
アンケート調査を通じてAvsへの賛否意識は男性の方が

女性よりも賛成の方向で高いとしていて，ここでも同様

に男性の Avsへの賛成意識の高さが自動運転導入水準の

緩和に影響していると考えられる． 
 

(2)  自動運転車の利用意向 

自動運転車の利用意向についての度数分布を図-7に示

す．ここでは「自動運転車は使わない」との質問への同

意を問うているため，「同意しない」と回答する割合が

高いほど，自動運転車の利用意向が高いことが示される． 
沿線地域では，「自動運転車は使わない」に対して

「同意しない」の回答が多く，自動運転車の利用意向が

高いことが示された．また，岐阜市自動運転バスの認知

状況別では，自動運転バスに乗ったことがある被験者だ

けでなく，自動運転車を見たことがある被験者も「同意

しない」の回答が多く，自動運転車の利用意向が高いこ

とが示された．自動運転バスの沿線地域では，日常的に

自動運転車に接する機会が創出されたことにより，自動

運転車に対する社会的受容性が高まったと考えられる． 
 
 
6.  岐阜市民における自動運転に対する社会的受

容性の経年変化 
 

2024S および 2025S の調査において，どちらにも回答

している被験者 306名に対し，自動運転や岐阜市自動運

転バスに対する意識についての調査を実施し，時間経過

によって社会的受容性がどのように変化しているかを分

析した．意識変化の分析においては，各意識項目につい

て「1：まったくそう思わない」～「7：とてもそう思う」

の 7件法で調査した結果を 2時点で比較し，項目ごとに

肯定的に変化した割合と否定的に変化した割合を集計し

ている． 

 
図-6 自動運転技術の導入段階の度数分布 

 
Q：「自動運転車を利用しない」に同意しますか？ 
図-7 自動運転車の利用意向の度数分布 

 
図-8 自動運転技術の導入段階のパネル比較 
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(1) 自動運転技術の導入段階のパネル比較 

自動運転技術の導入段階に関するパネル調査結果を図

-8 に示す．「いかなる状況でも導入すべきでない」が

1％から 4％に増加しているものの，「完全に安全にな

ってから導入すべき」は 11 ポイント減少し，「人間よ

り安全になってから導入すべき」が 5ポイント増加して

いる．このことから，自動運転バス導入後の時間の経過

によって自動運転車への信頼が高まり，自動運転技術に

対する心理的抵抗が弱まったと考えられる． 
 
(2) 自動運転車の利用意向に対する意識の変化 

自動運転車の利用意向に関するパネル調査結果を図-9
に示す．自動運転車の利用意向については「共用であれ

ば使いたい」および「個人利用であれば使いたい」につ

いては大きな変化はみられなかった．一方，「自動運転

車は使わない」という項目では否定方向への変化が大き

く，すなわち「自動運転車を使いたい」と考えるように

なった人が増加していることが確認できた．自動運転車

を利用したくない理由として「自動運転技術に心配・不

安がある」は 7 ポイント減少しており(図-10)，自動運転

バスやその関連情報に接する機会の増加により，自動運

転技術への不安が軽減されつつあることが示唆される． 
 
(3) 自動運転車両に関する印象に対する意識の変化 

自動運転車両に関する印象についてのパネル調査結果

を図-11 に示す．車両に対する印象は，ほとんどの項目

で大きな変化はみられなかったが，「親しみやすい」の

み，肯定的に変化した割合が 6ポイント高くなっていた．

自動運転バスの継続運行が 1年以上経過したことから，

自動運転車両に対する親近感や愛着が徐々に高まってい

ることが確認できる． 
 

(4) 自動運転バスによる移動に対する意識の変化 

自動運転車バスによる移動についてのパネル調査結果

を図-12 に示す．自動運転バスによる移動への印象は，

「リラックスできるものになる」「快適になる」「安全

になる」の項目で肯定的に変化した割合が高くなった．

特に「安全になる」では，肯定的に変化した割合が否定

的に変化した割合を 14ポイント上回った． 
これらの結果から，自動運転バスの継続運行や実際の

乗車体験を通じて，利用者の自動運転バスへの信頼感や

安心感が高まっていることが確認できた． 
 
(5) 岐阜市の自動運転バスに対する意識の変化 

岐阜市の自動運転バスに対する意識についてのパネル

調査結果を図-13 に示す．まず，「②自動運転バスを見

かけたら運が悪かったと思う」については，肯定的に変

化した割合が 38％と高く，否定的に変化した割合より

 
図-9 自動運転車の利用意向の意識変化 

 
図-10 自動運転を利用したくない理由のパネル比較 

 
図-11 自動運転バス車両に関する印象の意識変化 

 
図-12 自動運転バスによる移動についての意識変化 

 

 
図-13 自動運転バスに対する意識変化 
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17 ポイント高くなった．同様に「⑦自動運転バスがい

たら追い抜きたいと思う」においても肯定的に変化した

割合が 40％と高くなっている．継続的な実証実験を通

じて，時速 19km/h 以下で走行する自動運転バスに接す

る機会が増加したことにより，自動運転バスの近くを走

行する際にストレスや煩わしさを感じる人が増えた可能

性が示唆される．一方で，「⑪自動運転バスに乗車する

のは怖い」においては否定的に変化した割合が 36％，

「⑫自動運転バスの周りを走行・歩行するのは怖い」に

おいては否定的に変化した割合が 37％と，いずれも肯

定的に変化した割合を上回った．これらの結果から，自

動運転バスに接する機会が増加したことで自動運転技術

に対する未知性が低下し，心理的な不安が緩和されたと

考えられる．さらに「⑬岐阜市に自動運転バスを導入す

ることに賛成である」「⑭岐阜市の自動運転バスを無人

で走行させることに賛成である」「⑮岐阜市の自動運転

バスが無人運行になった場合，利用したい」の項目では

いずれも肯定的に変化した割合が高く，否定的に変化し

た割合を上回った．これらの結果から自動運転バスの継

続運行を通じて，技術への理解と受容が進み，実際に利

用したいという意識が形成されつつあるといえる． 
 
 
6. まとめ 
 
本研究では，2024年に岐阜市住民に対して実施された

意識調査および自動運転バス沿線住民に対して実施され

た調査を用いて岐阜市民の自動運転や自動運転バスに対

する認知と印象を把握した．さらに，2024 年と 2025 年

の 2回の意識調査に回答されたパネル調査データを用い

て，経年変化に基づく社会的受容性の変化を明らかにし

た．本研究で明らかになった点を以下に整理する． 
・ 2024S での自動運転バスの認知は全体の 67％，沿線

地域は 88％と高く，岐阜市 S では走行目撃が 9割超，

乗車経験が 19％に達した．自動運転バスへの接触・

体験の増加は，自動運転技術の導入段階への要求水

準の緩和と，自動運転車の利用意向の高まりに結び

ついたと考えられる． 
・ パネル調査による意識変化の分析では，自動運転バ

スによる移動について「安全になる」「快適になる」

「リラックスできる」で肯定的変化が優勢となり，

特に「安全になる」は肯定が否定を 14ポイント上回

った．また，自動運転技術への心配・不安は 7 ポイ

ント減少し，自動運転技術への未知性が低下し，信

頼形成が進んだといえる． 
・ 一方で「見かけたら運が悪い」「追い抜きたい」等

の項目で同意方向の変化が大きく，自動運転バスの

低速走行や交通流への影響に起因する心理的ストレ

スが一部で増加した．安全・安心の向上と並行して，

混在交通環境での運用上の課題が明らかとなった． 
総じて，岐阜市の自動運転バスの長期継続運行は，接

触機会の拡大を通じて，「未知の技術」に対する不安を

軽減しつつある一方で，日常的に目にする存在となった

ことで，走行速度や交通流への影響に関する不満も顕在

化させた．しかしながら，全体としては「安全性」や

「利便性」に対する評価が安定的に向上しており，岐阜

市における自動運転技術の社会的受容が着実に進展して

いるといえる． 
今後も継続的な意識調査を実施し，レベル 4導入とい

った技術革新や社会情勢の変化に伴う社会的受容性の推

移を把握したうえで，社会的受容性向上のための方策を

検討する．また，本調査において「いかなる状況でも

（自動運転技術を）導入すべきでない」と回答した対象

について詳細分析を行い，その認識に至った要因を探り，

自動運転の社会的受容の課題を明らかにする必要がある

といえる． 
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ANALYSIS ON SOCIAL ACCEPTANCE OF CONTINUOUS AUTOMATED BUS OPERATION  

IN GIFU CITY 
 

Yukiko OZAWA, Kaito FUJITA, Toshiyuki NAKAMURA Masashi KIRIYAMA 
and Fumitaka KURAUCHI 

 
In Gifu City, the introduction of autonomous driving technology into public transportation has been promoted as a response to 
social issues such as driver shortages and traffic safety, with the aim of establishing a sustainable public transportation network. In 
November 2023, a five-year continuous operation of autonomous buses was launched. This study has been conducting continu-
ous questionnaire surveys targeting Gifu City residents to capture long-term changes in the social acceptance of autonomous 
buses. Based on the survey results collected from Gifu citizens and roadside residents in 2024 and 2025, this paper clarifies the 
characteristics of social acceptance according to individual attributes and reveals the impact of long-term operation on social ac-
ceptability. 

 


